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進 路 指 導 部 通 信 
 

高等部 柏木農業高校との農業交流 

高等部では、県農林水産部の事業を活用して、県立柏木農業高等学校との農業体験実習を実施
しています。本校生徒にとっては、同年代の農業高校生との交流を通じて農業への興味・関心の育
成・向上、農業高校生にとっては、本校や障がいへの理解を深め、互いを思いやり、認め合う心の育
成をめざしています。 
７月１４日（月）に１学年と２学年が柏木農業高校を訪問し、１学年はミニトマトの収穫を、２学年は

カシスの収穫を行いました。当日の１学年の様子をＮＨＫで報道しましたので、ご覧ください。 
なお、３学年は９月にりんごの収穫を通して交流する予定です。 

 
 

 
 
 
 
 

就労系福祉サービスについて 

第３号では、就労選択支援について少し触れましたが、就労選択支援の利用は以下の「就労」と
付くいずれかのサービスの利用を考えている（選択する）場合に関わることになります。高等部になる
と実習先及び進路先の検討に当たり、サービスの違いを理解していただく必要がありますので、ぜひ
小・中学部の保護者の方も今からご確認ください。 

就労移行支援 就労継続支援Ａ型 就労継続支援Ｂ型 
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進 路 指 導 部 

２学年 カシス収穫 １学年 ミニトマト収穫 NHK NEWS WEB 

就職するために必要なスキ

ルを身に付ける。 

雇用契約を結び、給与（賃金）

をもらいながら利用する。 

通所して生産活動を行い、工

賃をもらいながら利用する。 

利用期間 

原則最長２年間 
利用期間 

定めなし 

平均賃金（青森県） 

７６，４０７円※１ 
平均工賃（青森県） 

２０，９７９円※１ 
賃金は基本なし 

一般企業等への就労を希望
する人に、一定期間、就労に必
要な知識及び能力の向上のた
めに必要な訓練を行います。※２ 

※１厚生労働省 令和５年度工賃（賃金）の実績について 
※２全国社会福祉協議会「障害福祉サービスの利用について」から抜粋 

利用期間 

定めなし 

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するととも
に、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。雇用
契約を結ぶＡ型と、雇用契約を結ばないＢ型があります。※２ 

就労選択支援が始まると、卒業後でもステップアップ（Ｂ型か
らＡ型へなど）が活発になることが期待されます。 

※１ ※２ 

https://www3.nhk.or.jp/lnews/aomori/20250714/6080026216.html
https://www.shakyo.or.jp/download/shougai_pamph/date.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/001391049.pdf
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高等部保護者 福祉サービス利用説明会 

７月４日（金）、高等部保護者を対象として、授業参観及び学年・学級
懇談の後に、福祉サービス利用説明会を行いました。弘前市福祉部障
がい福祉課から、佐々木琢也氏、秋庭諒輔氏をお招きし、「卒業に向け
ての準備」と題してご講演いただきました。講演の中では、今年１０月か
らスタートする、「就労選択支援」についての説明もありました。 
今回参加できなかった方にも、生徒を通じて説明資料をお配りしまし

たので、詳細はそちらをぜひご覧ください。また、市町村によって対応窓
口が異なりますので、ご不明な点は、お住まいの市町村の障がい福祉を担当する部門にお問い合わ
せください。 

 

職員 施設・職場訪問研修 

７月２５日（金）、本校職員を対象として、施設・職場訪問研修を行いました。弘前市、藤崎町、平川
市、黒石市にある施設や職場を、４つのコースに分かれて見学しました。施設や職場の方から提供し
ているサービスや作業内容、活動について説明を聞き、利用者や卒業生が働いている様子を見学し
ました。それぞれが自分の能力や個性に合った施設で、無理なく自分ができる作業に取り組んでい
る姿を見学し、本校児童生徒の卒業後の姿に重ね合わせ暖かい気持ちになることができました。 
  
 
 
 
 
 
 
【Ａコース 弘前市①】  

見学先 事業所情報等 

社会福祉法人七峰会 
拓心館グループ 

障がい者総合支援センター
拓心館 

【生活介護】 
・朝夕の送迎有り、入浴や食事の提供 

・一人一人のこれまでの生活歴を尊重しながら、充実した活動と
快適に過ごす場所を提供 
・登録者は２４名、スタッフは４名 

津軽生活支援センター 【共同生活援助（介護サービス包括型）】 
・グループホームを市内に１０カ所展開 
・定員９７名で、現在は空き無し 
・地域の中で暮らすための支援、金銭の管理等が強み 

就労サポートひろさき 【移行支援事業】 
・ワークサンプル（ＭＷＳ）を通してのアセスメントやソーシャルスキ

ルトレーニング、実践訓練等を通し、一般企業で働くために必要
なスキルの習得を支援 
・期間は原則２年 
・定員２０名 

【就労継続支援Ｂ型】 
・豆腐・豆乳プリンなどの自主生産品の製造に力を入れ、一人一
人が役割をもちながら活き活きと働ける環境を提供 
・定員２０名 
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津軽障害者就業・生活支援
センター 

【就労支援・生活支援】 
・通称「なかぽつ」、スタッフは６名 

・利用者と関係機関（医療、福祉、企業）に対して就業面と生活面
の相談支援等、企業からの相談にも対応 

七峰会総合福祉相談支援
センタービリーブ 

【相談支援事業】 
・生活全般に係る相談 
・サービス等利用計画作成 
・フードバンクの事業や金銭的支援も開始 
・対面によるモニタリング、その他必要な相談支援等 
・相談支援専門員等スタッフ６名で６００件の相談に対応 

児童発達支援センター 
はぁと 

【児童発達支援】 
・未就学児の発達支援 
・保育園、幼稚園との併行通園が可能 
・定員１４名 
・送迎サービス有り（決まったコースをまわるポイント送迎） 

 
【Ｂコース 弘前市②】 

見学先 事業所情報等 

有限会社 
三晴自動車整備工場 

・Ｒ５年度卒業生が就職。就職内定に伴い、卒業前に普通自動車免許取
得。現在、自動車整備士３級の資格取得を目指している。 
～工場長のコメント～ 
・卒業生は、挨拶や返事、受け答えが良い。素直さがあり、職場でもかわ
いがられている。 
・在校生・保護者へ。知識や技術は働いてから教えるので、挨拶など基本
的なことを小さいうちから身に付けてもらいたい。 

有限会社大裕 
チョコわっとく 

【就労継続支援Ｂ型】 
・主な作業は、農作業（農福連携）、鶏肉の串刺し、ほたて網解体など 
・利用時間 10:00～15:00（作業時間は３時間） 

・送迎サービス有り 
・定員２０名、現在空き有り 
～施設職員のコメント～ 
・在校生・保護者へ。Ｂ型を利用するのであれば、社会人としてのルール
や基本的なマナーを身に付けてほしい。場合によっては、自立訓練の利
用も検討してほしい。 

株式会社 
ライフイノベーション 
シェアハウス和徳 

【共同生活援助（介護サービス包括型）】 ※第３号にも掲載有り 
・元々は高齢者施設だったが、リフォームして障がい者グループホームと
して R6.7に開所 
・２４時間職員駐在 
・定員１２名、現在空き有り 
・飲酒厳禁。ルールが守れない場合は退所 

 
【Ｃコース 藤崎町】 

見学先 事業所情報等 

ＮＰＯ法人 
team.Step by step 
あいおらいと 

【就労継続支援 B型】 
・きのこ栽培と加工を行っており、夏期は主にきくらげ、冬期はしいたけ、
なめこ栽培、加工は乾燥きのこを作っている 
・送迎サービス有り（現在は黒石市、藤崎町、板柳町に限定） 
・定員１０名、現在空き有り 
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一般社団法人 
たかはるコミュニティ

ベースト  
はればれ 

【生活介護】 
・身体機能の向上、維持を目的に創作活動や入浴を行う 

・入浴介助の負担料は１００円 
・定員２０名、現在空き有り 

Sunnyハウス 【共同生活援助（介護サービス包括型）】 
・定員５名、現在は満室 
・男女、年代、支援の程度も様々な人が居住している 
・夜間も支援員が常駐 

 
【Ｄコース 黒石市・平川市】 

見学先 事業所情報等 

社会福祉法人 
黒石市社会福祉協議会 
せせらぎの園 

【就労継続支援Ｂ型】 
・主な作業は、食品粉（天ぷら粉、辛子和えの粉など）の計量、電子部
品の配列作業、木工品の角取り（やすりがけ）、農作業（農福連携） 
・送迎サービス有り（場所によっては難しい場合もある） 

・昼食は食事提供有り（一食あたり３１０円） 
・定員４０名 

株式会社 
ＫＥＭＹカンパニー 
黒石苑 

【生活介護】 
・主な活動は創作活動（アクセサリー製作など）、外出（ドライブ）、生産
活動（農福連携：にんにくの玉割、野菜の植え付けなど） 
・毎月行事有り（例：4月お花見、5月遠足、６月買い物など） 
・定員２０名 
・年代も様々な人が利用している 

 

企業情報 

進路指導部員が見学した施設について紹介します。 

有限会社まごころ農場 

所 在 地 
加工場 〒036-0143 平川市吹上安田 308 

ビニールハウス 〒036-8121 弘前市薬師堂日照田 

情 報 

・生産部門：ミニトマトの生産、加工部門：りんご等の加工品製造 

・基本的には、生産部門と加工部門は担当を固定している。ただし、収穫等

の最盛期には加工部門から収穫の手伝いに来たり、冬は生産部門から加工

の手伝いに行ったりしている。 

・生産部門で障がい者１名雇用している。 

・加工場の隣に新工場を建設予定。来春稼働予定で、従業員を増やす予定。 

・加工部門でも生産部門でも実習の受入れは可。評価次第で雇用も可。 

・最寄りの公共交通機関は平賀駅。加工場まで約２kmで徒歩 30分弱かかる。 

加工場からビニールハウスまでは車で４～５分程度。徒歩だと 20分程度。 

 

 

 

 

 

 

https://magokoro-farm.shop/
https://www.instagram.com/magokoro_farm/
https://www.nounavi-aomori.jp/start/interview/saitoyasuhiko

